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〇 ◎

　音楽や音楽文化に関心を持ち、歌
唱、器楽、創作、鑑賞の学習に主体的
に取り組めているか。

②

③

　音楽を形づくっている要素を感じ取
り、それらの働きを考えながら、どの
ように歌うか、演奏するか、音楽を創
るかについて考えられているか。

２
学
期

３
学
期

　音楽を形づくっている要素を感じ取
りながら、楽曲の演奏について解釈し
たり、それらの価値を考えたりする。
音楽に対する理解を深めその良さや美
しさを感じ取れているか。

④
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令和２年度 シラバス
愛媛県立津島高等学校

学期 月
評価の観点

学年

副教材

教　科

教科書

芸術 科　目

MOUSA1（教育芸術社）

音楽Ⅰ

１
学
期

１年選択生類型単　位　数 2

単元名 指導項目、内容

備考

※評価の観点　①：関心・意欲・態度　②：音楽表現の創意工夫　③：音楽表現の技能　④：鑑賞の能力

1

なし

①

学習のねらい・学習の目標・評価の観点

学習のねらい

　１学期は校歌を中心とした学校行事
に欠かせない楽曲や、中学校の歌唱教
材と連携した歌唱曲を練習します。
　また日本の伝統音楽の分野では篠笛
を各個人で購入し、簡単な民謡を演奏
できるようにします。
　２学期は器楽の授業として、ギター
の基本的な奏法を学習します。
　３学期は、これまで学習してきた楽
器の奏法や知識を生かしてグループで
のコンサートを実施し演奏の能力を高
めます。
　また、年間を通して様々な楽曲の鑑
賞や西洋音楽の歴史、日本音楽の歴史
なども学びます。

　音楽の幅広い活動を通して、生
涯にわたり音楽を愛好する心情を
育てるとともに、感性を高め、創
造的な表現と鑑賞の能力を伸ば
し、音楽文化についての理解を深
める。

学習の目標

　創意工夫を生かした音楽表現をする
ために必要な歌唱、器楽、創作の技能
を身に付け、感受性豊かに表現できて
いるか。

1

2

3

海外のアニメミュージカル アラジン

評価の観点

器楽 日本の伝統音楽 和楽器　篠笛の吹き方

　　　　筝の演奏法

鑑賞 世界の諸民族の音楽 アジアの音楽

ヨーロッパ・アフリカの音楽

沖縄の音楽 安里屋ユンタ　三線について

音楽史 西洋音楽の流れ 古代ギリシャ～バロック音楽まで

古典派音楽～現代音楽まで　学期末確認テスト

鑑賞 オペラ カルメン

ミュージカル キャッツ

歌唱 ポピュラーソング 翼をください　　ふるさと

小さな空　　　　少年時代

鑑賞 管弦楽 オーケストラを知ろう

ボレロ

管弦楽 動物の謝肉祭

音楽史 日本の歌謡曲 J-POPの流れ

器楽

ギターに挑戦 木星　学期末確認テスト

鑑賞 ドイツ語の歌に挑戦 ２つの野ばら

イタリア語の歌に挑戦 カロミオベン

歌唱 ポピュラーソング ひまわりの約束　見上げてごらん夜の星を

創作 リズムを作ろう 音符について

リズムについて

リズムアンサンブル プリマスロック

創作リズムでアンサンブル

学年末確認テスト　実技テスト

鑑賞 海外のミュージカル レ・ミゼラブル



◆学習方法のポイント

【音楽Ⅰの特色】

○  音楽を通して、豊かな情操を養います。
○　合唱やグループでの器楽演奏をします。
○　発声や楽器の演奏の基礎を学び、実践します。

【授業】
○　週に２時間の授業があります。
○　教科書・ファイルを使用します。
○  実技（歌唱・器楽）の他、鑑賞、楽典、音楽史等を勉強します。
○  歌唱及び器楽の実技試験をそれぞれ学期ごとに行います。また、学期に一回程度筆記試験も行います。

【家庭学習】
○  演奏会に足を運んだり、CDやDVDなどでクラシックの鑑賞をして感性を高めましょう。
○  毎時間の課題は特にありませんが、筆記・実技試験に向けて意欲的に授業に取り組みましょう。

【定期考査】
○  定期考査は実施しません。授業内で筆記試験を実施します。

◆評価の方法、基準

評価の観点・方法
・　評価の観点は、音楽への関心・意欲・態度、音楽表現の創意工夫、音楽表現の技能、　鑑賞の　

能力の四項目です。

・  出席状況、授業態度、提出物、実技試験、筆記試験をもとに総合的に評価します。

・発声の基本事項を学習します。 全体での歌唱練習を実施し、学習した楽曲をその都度または、

期末考査前に個別に実技テストを行い評価します。（観点別評価③）

・篠笛の奏法を学習し、合奏奏を行います。音色の美しさを味わい感性を高めます。

それぞれ学習した音階や簡単な楽曲の実技小テストをその都度実施します。（観点別評価③）

・　ワークシート方式で学習した様々な内容を期末考査時に筆記試験の形式で確認します。

（観点別評価①④ ）

・基本的な発声法について学習し、曲想を考え表現を工夫します。

期末考査前に個別に実技テストを行い評価します。（観点別評価③）

・西洋音楽の美しさを味わい、楽曲の文化的・歴史的背景や作曲者について学習します。

授業の中でワークシートを使用し感想等の文章を３段階で評価します。（観点別評価④）

・音楽コーナーの担当係としてＣＤを忘れずに持参してもらいます。（観点別評価①）

・夏季休業中の課題を作成し提出します。（観点別評価④）
・重唱の基本唱法を学習し、グループで実技テストを実施します。

学年末考査前に各グループで実技テストを行い評価します。（観点別評価③）

・ギターの奏法を学習し、合奏奏を行います。音色の美しさを味わい感性を高めます。

それぞれ学習した音階や簡単な楽曲の実技小テストをその都度実施します。（③）

・　ワークシート方式で学習した様々な学習内容を筆記試験の形式で確認します。

（観点別評価①④ ）

１学期の成績、２学期の成績、３学期の成績の平均

評価の方法

３
学
期

学
年

評価の基準

１
学
期

２
学
期


